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注意事項

この資料は、202３年3月作成時の内容となっており、以降に行われる質問書の変更に関して
は、反映されておりません。

この資料では、変更内容が軽微なものにとどまる質問については割愛しております。
CDPウェブサイト企業向けガイダンスページには当該内容も掲載ございますので、ご確認くだ
さい（この資料の63・64頁にその他参考資料としてリンクのご案内も載せています）。

 CDPジャパン事務局はニュースレターを配信しています。ご登録いただくことで、ウェビナーの
予定や、日本語資料の公開等を含む情報をメールで受け取ることできます。

 登録画面

 バックナンバー

https://cdp-jp.net/1623216215
https://japan.cdp.net/reports


概要
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気候変動質問書の構成

排出量
データ*リスクと機会* 目標・実績*事業戦略*

排出量
算定方法

排出量内訳*

その他の土地
管理の影響

(AC/FB/PFのみ)

ポートフォリ
オの影響
(FSのみ)

生物多様性 最終承認

C3C2 C4 C5 C6

C7

C12 C13 C14 C15 C16

エンゲージ
メント*

エネルギー

C8

ガバナンス*

C1

C9

追加指標*

C10

検証

C11

カーボン
プライシング

はじめに*

C0

セクター固有のモジュール* ＝セクター固有の質問が
一部含まれるモジュール

サプライ
チェーン

SC

森林および
水セキュリ
ティ

(FSのみ)

FW-FS
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改訂によりCDPのミッションにおける戦略的優先事項を推進します。

ガバナンス、エンゲージメント

トランジション指標、サステナブルファイナンス・タクソノミー

目標

排出量の開示、内訳

カーボンプライシング

化石燃料の探査、開発
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気候変動質問書で変更があった主な分野



 2023年の質問数：136
(セクター固有とサプライチェーンモジュールを除く)

 79％は、変更なし or 軽微な変更

削除された質問

コア質問書より1問

セクター固有質問書より2問

新しい質問

全企業対象で7問

セクター固有で5問

変更の範囲（モジュール別）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

C0 Introduction

C1 Governance

C2 Risks and…

C3 Business strategy

C4 Targets and…

C5 Emissions…

C6 Emissions data

C7 Emissions breakdown

C8 Energy

C9 Additional metrics

C10 Verification

C11 Carbon pricing

C12 Engagement

C15 Biodiversity

C16 Signoff

Minor change

Modified
question

New question

No change
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変更の範囲

軽微な変更

変更なし

新しい質問

修正された質問



削除された質問（2） 新しい質問（8） 修正された質問（43）

C1.2a - 気候関連問題の責任を負う職
位に関して、C1.2へ統合

C-AC6.9a/C-FB6.9a/C-PF6.9a 
– コモディティごとの温室効果ガス排出量
に関して、C-AC6.9/C-FB6.9/C-
PF6.9へ統合

C3.5b – サステナブルファイナンス・
タクソノミーと整合した支出/売上に関して

C3.5c - タクソノミーの整合性に関して

C7.7 - 子会社の排出量データに関して

C7.7a – 子会社別の排出量データに関して

C-OG9.5a/C-CO9.5a – 新たな化石燃料
資源の探査/開発に対する投資に関して

C10.1 – 簡易版質問書において新たに追加

C15.4 - 生物多様性の影響を受けやすい地
域またはその周辺での活動に関して

C15.4a - 生物多様性の影響を受けやすい地
域またはその周辺での活動に関して

C0 – 1問 （C0.2）

C1 – 4問 （C1.1a, C1.1b, C1.2, C1.3a)

C3 - 2問 (C3.5, C3.5a)

C4 - 2問 (C4.1a, C4.1b)

C5 - 1問 (C5.1c)

C6 - 8問 （C6.1, C6.3, C6.4, C6.4a, 
C6.5a, C-AC6.9/C-FB6.9/C-PF6.9, 
C6.10, C-OG6.13）

C8 - 6問 （C-CE8.2c, C8.2e, C8.2g, 
C8.2h, C8.2i, C8.2j）

C9 - 11問 （C-EU9.5a, C-
[CE/CG/CH/CN/RE/CO/EU/OG/MM/
ST/CE/TO/TS]9.6a, C-OG9.8a, C-
OG9.8b）

C11 - 3問 （C11.2, C11.2a, C11.3a）

C12 - 3問 （C12.3, C12.3a, C12.3b）

C15 - 1問 （C15.3）

SC - 1問 （SC1.1）

変更のあった質問一覧
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質問別 変更点



C0 はじめに
2023モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリティ(FS
のみ)

固有の組織識別ID（1問）

会社概要（1問）

報告年（1問）

通貨（1問）

国（1問）

報告バウンダリ（1問）

関連性、依存度（セクター固有の18問）

C0 はじめに（6問＋セクター固有の18問）

修正された質問（1問）
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C0 - はじめに

修正点：スコープ毎に最長過去5年までのデータを開示できるように列・選択肢を変更

(C0.2) データを報告する年の開始日と終了日を明記し、過去の報告年分の排出量データを
提供するかどうかを示してください。

修正された質問

新たな列

2022年質問書記載の「排出量データを入力する過去の報告年の年数を選択します」から以下へ変更

新たな選択肢
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C1 ガバナンス
2023モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリティ
(FSのみ)

C1 ガバナンス（9問＋セクター固有の1問）

取締役会の監督（5問）

マネジメントの責任（2問）

インセンティブ

（2問＋セクター固有の1問）

修正された質問（2問)

修正された質問（1問）

修正された質問（1問）
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C1 - ガバナンス

修正点（1）：職位の選択肢を追加

修正点（2）：列の見出しを、「個人の職位あるいは委員会」と「気候関連課題に関する責任について」に変更

(C1.1a）取締役会における気候関連課題の責任者の職位をお答えください (個人の名前は含
めないでください)。

修正された質問

新たな選択肢

「説明してください」から変更「個人の職位」から変更
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C1 - ガバナンス

修正点：＜気候関連課題が組み込まれるガバナンス構造＞欄の回答選択肢を追加および統合

(C1.1b)気候関連課題の取締役会の監督に関して詳細を記入してください。

修正された質問

新たな選択肢

13

政策エンゲージメントや気候変動移行計画などに関する監督の選択肢を追加



C1 - ガバナンス

修正点（1）：＜職位または委員会＞欄の回答選択肢を追加

修正点（2）： 「報告系統（レポーティングライン）」欄がセクター関わらず全ての企業に表示されるように変更

修正点（3）：2022年質問書C1.2aの部分が、C1.2の「説明してください」欄に統合

(C1.2) マネジメント（管理）において気候関連課題の責任を負う最高レベルの職位または委員会をお答えください。

修正された質問

新たな選択肢

新たな欄全企業に表示
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C1 - ガバナンス

修正点：以下、（1）～（4）の通り

(C1.3a)気候関連問題の管理に対して提供されるインセンティブについて具体的にお答えくだ
さい (ただし個人の名前は含めないでください)。

修正された質問

（1）対象職位の
新たな選択肢

（2）新たな欄

（3）新たな選択肢

排出削減等に限らず
広く気候関連目標の
進捗/達成の選択肢
などを追加

（3）「インセンティブを受ける対象」から「パフォーマンス指標」に変更 （4）「コメント」から「インセンティブの詳細」に変更
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C3 事業戦略
2023モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリティ(FS
のみ)

C3 事業戦略 (10問)

戦略と財務計画（2問）

気候関連シナリオ分析（3問）

低炭素移行計画と

サステナブルファイナンス・タクソノミー（5問）

新しい質問（2問）

修正された質問（2問）
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C3 - 事業戦略

修正点：支出/売上について、気候変動移行計画、サステナブルファイナンス・タクソノミー、その両方あるいはいずれかとの
整合性を特定しているかを聞く内容に変更 （回答選択肢は、新しい質問C3.5bとcに対応するように変更）

留意点：本質問は、サステナブルファイナンス・タクソノミーに関する内容が追加されたため、 C3.1で気候変動移行計画を
もっていると回答した企業に限らず表示される

サステナブルファイナンス・タクソノミーの定義：ある金融資産がサステナビリティに関する目標の達成に資するかどうか、
またどの程度資するかを評価するための基礎となる一連の基準

タクソノミーの主な目的は、持続可能な活動への資本配分を促進し、グリーンウォッシュを減らし、シンプルな比較を可能に
すること

修正された質問

(C3.5)貴社の財務会計において、貴社の気候変動移行に整合している支出/売上を特定していますか。
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C3 - 事業戦略

修正点：2列目と5列目は全企業に対して追加、3列目と4列目はタクソノミーとの整合性を報告している企業に対して追加

留意点：同質問は、C3.5で「はい、・・・」とある選択肢を回答した企業に表示される

留意点：2列目に表示される選択肢は、C3.5での回答内容に沿って変わる

修正された質問

(C3.5a) 気候変動移行計画に整合する支出/売上の割合を定量的に示してください。

新たな列
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C3 - 事業戦略

同質問では、
活動レベルにおいて、
タクソノミーと整合し
た支出/売上の割合を
開示する

これにより企業は、
自社の支出や売上が、
どの程度サステナブル
ファイナンス・
タクソノミーによって
サステナブルと定義さ
れた活動に向けられて
いるか、あるいはその
活動から得られている
かを説明することがで
きる

(C3.5b) 報告年度において、サステナブルファイナンス・タクソノミーと整合した活動による
支出/売上の割合を定量的に示してください。

新しい質問

6-23列目：
各財務指標に
ついて5列目
と同様の内容
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C3 - 事業戦略

最大5,000文字の文章入力欄

これによってデータ利用者は、企業の支出／売上とサステナブルファイナンス・タクソノミーとの
整合性に関する情報を解釈する

検証/保証により、報告されたデータの正確性に対する信頼を高める

(C3.5c) 貴社のタクソノミーの整合に関連する追加的な文脈および/または検証/保証の情報をお答えください。

新しい質問

20



C4 目標と実績
2023モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリティ
(FSのみ)

C4 目標と実績（15問＋セクター固有の19問）

排出量目標（4問）

その他の気候関連目標（4問）

排出量削減活動（5問）

低炭素製品（2問）

メタン削減目標（セクター固有の2問）

土地管理活動（セクター固有の2問）

メタンガス削減活動（セクター固有の3問）

漏洩検出および修理（セクター固有の6問）

フレアリング削減活動（セクター固有の2問）

利用可能な最善の手法（セクター固有の2問）

修正された質問(2問)
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（1）新たな列

（2）新たな列

C4 - 目標と実績

修正点（1）：スコープ3の対象範囲に
ついて、カテゴリー別に開示を求める
かたちに変更

修正点（2）：土地関連排出を対象とし
ているか（例、FLAG目標）を回答する
列が追加

修正された質問

(C4.1a)貴社の排出量総量目標と、その目標に対する進捗状況の詳細を記入してください。

(C4.1b)貴社の排出原単位目標とその目標に対する進捗状況の詳細
を記入してください。

修正された質問
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C5 排出量算定方法
2023モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリティ(FS
のみ)

C5 排出量算定方法（6 問）

報告年における変更（4問）

基準年の排出（1問）

排出量算定方法（1問）

修正された質問 （1問）
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C5 - 排出量算定方法

修正された質問

(C5.1c) C5.1a、C5.1bで報告した変更または誤りの結果として、貴社の基準年排出量および過去の年の
排出量について再計算を行いましたか。

修正点（1）：再計算した排出スコープについて選択できるように列を追加

修正点（2）：過去の年の排出量について再計算を行ったか答えられるように列を追加

新たな列
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C6 排出量データ
2023モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリティ
(FSのみ)

C6 排出量データ（10問＋セクター固有の15問）

スコープ1、2、3排出量データ（5問）

除外（2問）

生物由来炭素データ（2問＋セクター固有の2問）

排出原単位（1問＋セクター固有の5問）

ライフサイクル排出量評価（セクター固有の6問）

その他の排出量データ（セクター固有の1問）

修正された質問(3問）

修正された質問（2問）

修正された質問(1問)

修正された質問（1問）
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C6 - 排出量データ

修正された質問

(C6.1) 貴社のスコープ1全世界総排出量はCO2換算トンでいくらでしたか。

修正点：各質問において、過去5年までのスコープ1、2、3排出量を記入できるように変更

新たな行

(C6.3) 貴社のスコープ2全世界総排出量はCO2換算トンでいくらでしたか。

(C6.5a) 過去の貴社のスコープ3排出量データを開示するか再記載してください。

C6.1 C6.3 C6.5a
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C6 - 排出量データ

修正された質問

(C6.4)選択した報告バウンダリ(境界)内で、開示に含まれていないスコープ1、2、3の排出源
(例えば、施設、特定の温室効果ガス、活動、地理的場所など)はありますか。

修正点：スコープ3 の排出源についても除外を聞く内容に変更

修正された質問

(C6.4a)報告バウンダリ内にあるが、開示に含まれないスコープ1、2、3の発生源の詳細を記入してください。

修正点（1）：スコープ3で開示から除外される排出源の詳細を回答する列を追加

修正点（2）：除外が買収/合併によるものと回答した場合に、当該買収/合併の日付を回答できる列を追加

新たな列
• スコープ３関連： 2,6,8列目
• 買収/合併の日付： ７列目
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C6 - 排出量データ

修正された質問

(C-AC6.9/C-FB6.9/C-PF6.9) C-AC0.7/C-FB0.7/C-PF0.7で貴社の事業にとって重要と
報告した、各コモディティの温室効果ガス排出量を収集または計算していますか。

修正点：削除された2022年の質問（C-AC6.9a/C-FB6.9a/C-PF6.9a）に関する情報は、同質問で新たに
追加された列に統合

新たな列
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C6 - 排出量データ

修正された質問

(C6.10)報告年のスコープ1、2の合計全世界総排出量を、単位通貨総売上あたりのCO2
換算トン単位で詳細を説明し、貴社の事業に当てはまる追加の原単位指標を記入してください。

修正点（1）：＜（前年からの）変化の理由＞欄の回答方法を記述式から選択肢式に変更

修正点（2）：前年からの変化の理由について、さらに記述で説明できる欄を追加

29

（2）新たな列

（1）新たな選択肢



C6 - 排出量データ

修正された質問

(C-OG6.13) メタン排出量を、天然ガスおよび炭化水素の生産量または処理能力の割合で示してください。

修正点：推定に用いた手法の詳細を開示促進するため、＜コメント＞欄の見出しを＜手法の詳細＞に変更

「コメント」から変更
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C7 排出量内訳
2023モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリ
ティ(FSのみ)

C7 排出量内訳（17問＋セクター固有の13問）

スコープ1の内訳（7問＋セクター固有の8問）

スコープ2の内訳（5問＋セクター固有の1問）

子会社の内訳（2問）

スコープ3の内訳（セクター固有の2問）

排出量実績（3問＋セクター固有の2問）

新しい質問（2問）
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C7.7

C7.7a

C7 - 排出量内訳

(C7.7) CDP回答に含まれる子会社の排出量データの内訳を示すことができますか。

期待：企業が排出量インベントリについて、子会社を含めて透明性をもつこと

最低限としては、投資家から開示要請がきている子会社の分について、漏れ
なく開示すること

ここでの合計値について、排出量合計値を報告するC6.1, C6.3との整合性
をCDPとして確認・評価はしない

新しい質問

(C7.7a） スコープ1およびスコープ2の総排出量を子会社別に内訳を示してください。

32



C8 エネルギー
2023モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリ
ティ(FSのみ)

C8 エネルギー（14問＋21セクター固有の問）

エネルギー支出額（1問）

運輸関連省エネ指標（セクター固有の2問）

エネルギー関連活動（13問、セクター固有の11問）

原料消費量（セクター固有の4問）

送配電（セクター固有の2問）

資本財効率尺度（セクター固有の2問）

修正された質問（6問）
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C8 - エネルギー

修正された質問

(C8.2e) C6.3で報告したマーケット基準スコープ2において、ゼロまたはゼロに近い排出係数を用いて
計算された電力、熱、蒸気、冷熱量について、具体的にお答えください。

修正点（1）：＜調達方法＞欄では、調達手法をより細かく区別するため、選択肢を追加（例：VPPA）

修正点（2）：＜トラッキング（追跡）手法＞欄では、Korean REC、NZRECの選択肢を追加

修正点（3）：運転開始あるいはリパワリングの年について開示できるか否かを聞く欄を追加（8列目）

＜インパクトのある電力調達＞の定義：系統の脱炭素化を促進するかたちでの低炭素/再エネ電力調達

（１）新たな選択肢

34

（２）新たな選択肢

（３）新たな列



C8 - エネルギー

修正された質問

(C8.2g) 報告対象期間内における非燃料エネルギー消費量の国・地域別の内訳を示してください。

修正点（1）：質問の文言で、「国」から「国・地域別」に変更

修正点（2）：回答欄において、購入と自家生成とで別々の欄を設けた

新たに欄を分けている
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C8 - エネルギー

修正された質問

(C8.2h)報告年における貴社の再生可能電力購入について、国・地域別に具体的に答えてください。

修正点（1）：報告した電力購入について、RE100技術要件（2022年更新、ver4.1）にあるグランドファザリング
の対象か否かを判別できるよう、運転開始/リパワリングの年に関する回答欄を追加

修正点（2）：C8.2eと同様、調達手法をより細かく区別するため、選択肢を追加（例：VPPA、NZRECなど）
※追加的、自主的な認証ラベルを用いている場合は、それについても開示可能（１１列目）

（２）新たな選択肢（１）新たな列
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C8 - エネルギー

修正された質問

(C8.2j) 報告年における貴社の再生可能電力の発電について、国・地域別に具体的に答えてください。

修正点：証明書発効の有無によって分けていた列を削除し、
代わりに＜この発電にかかるエネルギー属性証明を発行し
ているか＞という欄を設けることによって、開示を求める
情報についてまとめた

新たな列

37

(C8.2i) 報告年の貴社の低炭素熱、蒸気、および冷熱購入を国別に具体的にお答えください。

修正された質問

修正点：回答欄の順番を変更（最初に＜調達方法＞欄、その次に＜国/地域＞欄）



C9 追加指標
2023モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリティ(FS
のみ)

C9 追加指標（1問、セクター固有の42問）

その他の気候関連指標（1問）

セクター別の追加指標（セクター固有の43問）
修正された質問（11問）

新しい質問（1問）
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C9 – 追加指標

(C-OG9.5a/C-CO9.5a) 化石燃料の拡張活動ごとに、報告年におけるCAPEXと今後5年間に計画
しているCAPEXの内訳を示してください。

新たな化石燃料資源の探査/拡張/開発に対する投資について開示すること

新しい質問
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C9 – 追加指標

修正された質問

(C-EU9.5a)報告年における貴社のCAPEXの内訳を発電源別に示し、また、今後5年間に予定される
CAPEXをお答えください。

修正点：＜当該電源による新規発電所開発が承認された直近の年＞を開示する列を追加

修正の背景：IEA NZEシナリオにおいては、2021年以降に新規石炭火力発電所開発（排出削減対策がない
もの）が承認されないことを主な前提としているため
→すなわち、排出削減対策のない石炭火力発電の開発がある場合は、こちらにおける開示が注目されうる

新たな列
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C9 – 追加指標

修正された質問

(C-CE9.6a/C-CG9.6a/C-CH9.6/C-CN9.6a/C-RE9.6a/C-CO9.6a/C-
EU9.6a/C-OG9.6a/C-MM9.6a/C-ST9.6a/C-CE9.6a/C-TO9.6a/C-TS9.6a）

修正点（1）： ＜技術領域＞欄では、セクターに応じた回答選択肢を表示するように変更

修正点（2）：「今後5年間に計画されているR&D総投資額に対する平均比率(%)」欄を追加

修正点（3）：「コメント」欄は、自社の気候変動コミットメント及び/または気候変動移行計画と当該R&D投資との整
合性について説明を求めるかたちに変更

（2）新たな列
（1）
セクターに応じて選
択肢が表示される
（C-EU9.6aでは
CCUSの選択肢が
表示されるなど）

（3）「コメント」から文言変更

41

この3年間における貴社活動に関する低炭素R&Dへの投資について、詳細を答えてください。



C9 – 追加指標

修正された質問

(C-OG9.8a)貴社(連結ベースで定義される)に移動される総CO2量、および貴社から移動
される総CO2量について、CO2トン単位で記入してください。

修正点：＜CO2の移動の種類＞について選択回答する列を追加

新たな列

新たな列
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C9 – 追加指標

修正された質問

(C-OG9.8b)注入および保存経路に従って、報告年中にCCS(二酸化炭素回収および貯留)
の目的のために注入および貯留された CO2の総質量を記入してください。

修正点（1）：＜注入および保存経路＞欄における回答の選択肢を追加

修正点（2）：注入および貯留に際してのCO2漏洩量を開示する列をそれぞれ追加

修正点（3）：漏洩および長期貯留におけるモニタリングプロセスについて説明する列を追加

（1）新たな選択肢
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（2）新たな列 （3）新たな列



C10 検証
2023モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリ
ティ(FSのみ)

C10 検証( 9 問)

検証（4問）

その他の検証済みデータ（2問）

簡易版について
新しい質問(1問)
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C10 - 検証

(C10.1) 報告した排出量に対する検証/保証の状況を回答してください。

スコープ1、スコープ2、スコープ3の排出量に適用される検証/保証の状況を開示する

データ利用者は、これにより報告されたデータの正確性について判断することができる

簡易版について
新しい質問
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C11 カーボンプライシング
2023モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリ
ティ(FSのみ)

C11 カーボンプライシング（9問）

カーボンプライシングシステム（5問）

社内カーボンプライシング（2問）

プロジェクトベースのカーボンクレジット（2問） 修正された質問(2問)

修正された質問(1問)
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C11 - カーボンプライシング

修正された質問

(C11.2)貴社は報告対象期間内にプロジェクト由来の炭素クレジットをキャンセル（償却）しましたか。

修正点：「クレジットを創出または購入しましたか」としていたところを「キャンセル（償却）」に文言を修正し、
キャンセルされた炭素クレジットに絞った内容に変更
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C11 - カーボンプライシング

修正された質問

(C11.2a) 報告対象期間内に貴社がキャンセル（償却）したプロジェクト由来の炭素クレジット
の詳細を記入してください。

修正点（1）：キャンセルした炭素クレジットの内容に絞り、8つの列を新たに追加
※2022年では「創出または購入したクレジット」としていた

修正点（2）：＜プロジェクトタイプ＞欄と＜認証基準＞欄で、回答選択肢を追加（例：植林、REDD＋など）

発行年(ビンテージ) について

プロジェクトを評価する手法について

48

緩和のタイプ
・排出量削減
・炭素除去

追加性の
評価手法

削減/除去
効果の逆戻り
に関する対応

漏えいが発生
しうるもと

補足のための
記述欄。
プログラムに
ついてや、
10～12列目
で”その他”と
回答した場合
の追加情報

(1)新たな列



C11 - カーボンプライシング

修正された質問

(C11.3a)貴社が内部炭素価格(炭素への価格付け)を使う方法の詳細を記入してください。

修正点：求められる情報の内容を明確化するため、自由記述を減らし、新たな列、選択肢を追加

5つの新たな列

６列目：
時間軸上で、固定型、
変動型、あるいは
その他の方法を
とっているかを回答

7列目：6列目で
”evolutionary
＜変動型(時間軸上
の）>”を選択した
場合に表示される
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意思決定において強制力を
もつか

何に基づいて価格
を決めているか

最高価格



C12 エンゲージメント
2023モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリ
ティ(FSのみ)

C12エンゲージメント（12問＋6セクター固有の問）

バリューチェーン上のエンゲージメント（5問）

政策エンゲージメント（4問）

農業サプライヤーエンゲージメント（セクター固有の4問）

気候関連要件（2問）

コミュニケーション（1問）

修正された質問(3問）

共同イニシアチブ（1問) 新しい質問（1問）＊

*FSセクターを除く企業に
対して新たな質問
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C12 - エンゲージメント

修正された質問

(C12.3)貴社は、気候に影響を与えうる政策、法律、または規制に直接的または間接的に影響
を及ぼす可能性がある活動において協働していますか。

修正点：企業がどのようにエンゲージメントを行っているとしているか、回答選択肢を追加、修正

修正された選択肢：

• 影響を与えうる業界団体
のメンバーである/
の活動で協働している

• 影響を与えうる活動に
資金を出している

• 行っている活動が、政策等
に影響を与えうるものに
あてはまらない

• 評価を行っていない
51

参考）
2022年質問書



C12 - エンゲージメント

修正された質問

(C12.3a)気候に影響を及ぼしうるどのような政策、法律、または規制で、報告年に貴社が政策策定者と
直接的に協働しましたか。

修正点（1）：どのような政策、法律、または規制についてエンゲージメントを行っているのか、種類について
回答する列を追加（2列目）

修正点（2）：対象としている政策、法律または規制が、主にどの分野に資するものであるのか特定する選択肢
について、追加および修正

修正点（3）：対象としている政策、法律または規制が、自社の移行計画達成において重要か否かを説明する
列を追加（10列目）

（１）新たな列
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（２）選択肢の追加、修正

選択肢の主なカテゴリー：
・気候変動の緩和関連
・気候変動への適応関連
・低炭素製品/サービス
・カーボンプライシング等

（３）新たな列



C12 - エンゲージメント

修正された質問

(C12.3b) 貴社がメンバーである、または関与する業界団体のうち、気候変動に影響を
及ぼしうる政策、法律、または規制に関して立場を取る可能性がある業界団体について
具体的に答えてください。

 修正点：＜貴社は報告年において、業界団体の立場に影響を及ぼそうと試み
ましたか。＞欄内の回答選択肢を追加および修正

選択肢の修正

53

参考）
2022年質問書



C12 - エンゲージメント

(C12.5) 貴社が署名者/メンバーとなっている環境問題関連の協調的枠組みや、イニシアチブ、
コミットメントについてご回答ください。

FSセクターを除く企業に対して、新しい質問となっている

期待：企業が、業界の環境に関する共同イニシアチブに署名/参加することで、環境情報開示の枠組みや、
指標、コミットメントの発展に寄与し、業界ひいては社会のパリ協定目標達成を後押しする

イニシアチブ例：TCFD、Race to Zero Campaign、We Mean Business、RE100、JCLPなど

FSセクターを除く企業に対する新しい質問
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C15 生物多様性
2023モジュール

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリティ(FSの
み)

C15 生物多様性（8問）

取締役会レベルにおける監督（1問）

パブリックコミットメント（1問）

バリューチェーンへの影響（1問）

その他の生物多様性関連の出版物（1件）

指標と実績モニタリング（1問）

生物多様性関連のコミットメント（1問）

生物多様性への影響が大きい地域での活動（2問） 新しい質問(２問)

修正された質問（1問）
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C15 - 生物多様性

(C15.3) 貴社は、バリューチェーンが生物多様性に及ぼす影響や依存度を評価していますか。

修正点（1）：生物多様性への「依存度」についても開示を求める内容に変更

修正点（2）：対象としているバリューチェーン段階を開示する列を追加

修正点（3）： 生物多様性への影響や依存度を評価するために使用するツールや、評価手法の詳細について
開示する列を追加

修正された質問

（２）新たな列

（１）新たな行
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（３）新たな列



C15 - 生物多様性

(C15.4) 報告年度において、生物多様性への影響が大きい地域またはその周辺での活動がありましたか

生物多様性への影響が大きい
地域やその周辺での活動につ
いて開示すること

期待：企業は、生物多様性への
影響が大きい地域において、
自社がネガティブなインパクト
を与えないよう緩和策を講ずる
こと

新しい質問

(C15.4a) 生物多様性への影響が大きい地域またはその周辺での、報告対象における貴社の活動について
説明してください

C15.4

C15.4a
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気候変動
サプライチェーンモジュールの変更点



SCサプライチェーン

SCサプライチェーン（18問）

2021年モデル

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 最終承認

SCサプライチェーン

はじめに（2問）

2022年モデル

C0 はじめに

C1 ガバナンス

C2 リスクと機会

C3 事業戦略

C4 目標と実績

C5 排出量算定方法

C6 排出量データ

C7 排出量内訳

C8 エネルギー

C9 追加指標

C10 検証

C11 カーボンプライシング

C12 エンゲージメント

C13 その他の土地管理の影響

C14 ポートフォリオの影響

C15 生物多様性

C16 最終承認

SCサプライチェーン

FW-FS 森林および水セキュリ
ティ(FSのみ)

排出量の顧客への割り当て（6問）

協働の機会（3問）

修正された質問（1問）

追加ガイダンス製品レベルのデータ（7問）

59



SC - サプライチェーン

修正点（1）：スコープ2算定手法を
特定する欄を追加

修正点（2）：排出量の割り当てに
含まれているスコープ3について、
カテゴリーを特定できる欄を追加

修正された質問

(SC1.1)本報告対象期間に販売した商品またはサービスの量に応じて、貴社の排出量を以下に記載
された顧客に割り当ててください。

（１）新たな列
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（２）新たな列



SC - サプライチェーン

追加ガイダンス

(SC4.1)貴社では、自社製品またはサービスに関する製品レベルのデータを提供していますか？

新しくできた"CO2 AI Product Ecosystem"に
ついて周知するため、ガイダンスにおいて追加情報を記載

“CO2 AI Product Ecosystem” とは、製品レベルの
データ収集を支援するためにCDPとボストンコンサル
ティンググループ(BCG)が共同で開発したツールであり、
詳細についてはこちらからアクセス可能
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https://www.cdp.net/en/supply-chain/co2ai-product-ecosystem


その他参考資料



変更点に関する詳細資料

63

• CDPウェブサイト企業向けガイダンスページ の“CDP Questionnaire
changes 2022-2023”より各テーマの変更点に関する詳細資料にアクセス可能

https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies


 質問書(英語) ※和訳版準備中

 回答ガイダンス(英語) ※和訳版準備中

 テクニカルノート（英語）・・・Biofuels, Scope 3など

 評価基準（英語）

その他の参考資料
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• CDPウェブサイト企業向けガイダンスページ より

https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-companies


今後のタイムライン（予定）

65

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

回答要請レターの
送付

スコアリング基準の公表

オンライン回答システム（ORS）
オープン

質問書およびガイダンス
（英語版）の公開

回答締め切り

• 最新情報はCDPウェブサイト”How to disclose as a company”下の“2023 timeline”より確認可能

https://www.cdp.net/en/companies-discloser/how-to-disclose-as-a-company


CDP Worldwide-Japan
japan@cdp.net

https://www.cdp.net/ (グローバル）
https://japan.cdp.net/ （日本リージョナルサイト）

mailto:japan@cdp.net
https://www.cdp.net/
https://japan.cdp.net/
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